
　４月 12 〜 13 日に岡山国際サー
キットで行われた第１戦では、得意
コースだったにも関わらずスタート
直後に思わぬアクシデントに見舞われ
レースを失ってしまった TGR TEAM
ENEOS ROOKIE。気持ちを切り替
え臨む第２戦の舞台は、静岡県の富士
スピードウェイ。チームの地元でもあ
り、豊富なデータを持っている、こち
らも相性が良い一戦だ。シリーズの流
れを考えても、このレースは絶対に落
とすわけにはいかない。TGR TEAM
ENEOS ROOKIE のメンバーは強い気
持ちでレースウイークに臨んだ。
　そんな第２戦は、例年ゴールデンウ
イークに開催されることから多くの
ファンが訪れるが、迎えた５月３日

（金・祝）は前夜からたくさんの来場
者がコースサイドに詰めかけた。晴天
に恵まれ富士山が顔を出すなか、午前

９時から公式練習が行われた。
　岡山でのアクシデントから修復され
た ENEOS X PRIME GR Supra のス
テアリングを握り、コースインからド
ライブしたのは大嶋和也。午後の公式
予選に向け、３回のピットイン〜アウ
トを繰り返しながら、セットアップを
確認していく。
　大嶋のフィーリングは決して悪い
ものではなく、17 周を走るとふたた
びピットへ。福住仁嶺に ENEOS X 
PRIME GR Supra のステアリングを
託した。
　福住はその後、ロングランを試す
と、GT300 クラスの専有走行をはさ
み再コースイン。予選シミュレーショ
ンを行っていくと、チェッカー周に１
分 27 秒 568 を記録。このタイムで
５番手につけ、GR Supra 勢の最上位
につけることに成功した。

　とはいえ、今回はコース特性の影響
かライバル車種が速い。３時間という
長丁場のレース距離とはいえ、良いグ
リッドを獲得するためにはあともう少
しスピードが欲しい。

チームは午後の公式予選での好
グリッド獲得に向けて、ENEOS X 
PRIME GR Supra にさらに磨きをか
けるべく、セットアップを煮詰めてい
くことになった。

公式練習 ５月３日（金・祝）　天候：晴れ　路面：ドライ
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　５万 3900 人ものファンが訪れ、
賑わいをみせた５月４日（土・祝）の
決勝日。気温 23℃／路面温度 41℃
というコンディションのもと、午後
１時 30 分に決勝レースの火ぶたが
切って落とされた。ただ、ENEOS X 
PRIME GR Supra は前日の予選 Q2
でのスピンの影響でタイヤにダメージ
を受けていたことから、ピットスター
トを選択することになった。スタート
とともにタイヤ交換を行い、追い上げ
る作戦だ。ただ、SUPER GT の性格
上 GT500 クラスの集団に追いつくた
めには、まずは GT300 クラスの車両
を一刻も早くかわし GT500 の集団の
背後についていくことが求められる。

　午前に続き晴天のもと迎えた午後２
時 58 分からの公式予選。今季から
導入された新たな予選スタイルでは、
Q1、Q2 とも安定したタイムを記録し
なければ好グリッド獲得はできない。
TGR TEAM ENEOS ROOKIE は上位
進出を目指し、Q1 のアタッカーに福
住を据えた。
　しっかりとタイヤをウォームアップ
させタイムを上げていった福住は、６
周目に１分 27 秒 050 までタイム
アップ。オーバーステアが感じられる
フィーリングだが、それでも４番手に
つけ Q2 の大嶋に ENEOS X PRIME
GR Supra を託した。

公式予選

決勝レース

５月３日（金・祝）　天候：晴れ　路面：ドライ

５月４日（土・祝）　天候：晴れ　路面：ドライ

　福住のフィーリングをもとに修正を
行った ENEOS X PRIME GR Supra
をドライブする大嶋は、福住同様タイ
ムを上げていく。しかしアタック周に
コカ・コーラ・コーナーの縁石に乗っ
てしまい、まさかのスピンを喫してし
まう。幸いクラッシュはなく、大嶋は
再度アタックを展開するが、フィーリ
ングが戻ることはなく、１分 28 秒
062 というタイムを記録し、合算で
ENEOS X PRIME GR Supra は７番
手につけることになった。ライバル車
種が速いなかではあるが、チームは翌
日の決勝に向け、さらにセットアップ
向上の必要性を感じていた。

スタートと同時に、大嶋和也が
乗 り 込 ん だ ENEOS X PRIME GR 
Supra は、迅速なタイヤ交換を行う
と猛然とピットアウト。２周目にま
ず GT300 車両を２台かわすと、６周
目には GT300 車両をすべてかわし
GT500 車両を追っていく。ENEOS 
X PRIME GR Supra の 感 触 は 悪 い
ものではなく、ジリジリと 14 番手
の #24 Z NISMO GT500 との差を
縮めていった。３時間という長丁場の
レースで、どれだけ順位を上げること
ができるか。３時間レースで２回の給
油をともなうピットストップが求め
られるレースで、大嶋はライバルたち
が早めにピットインしたことにともな
い７番手までポジションを上げると、
39 周を終えピットイン。福住にステ
アリングを託した。
　TGR TEAM ENEOS ROOKIE が
望んでいたのは、各車のギャップが一
気に縮まるセーフティカーランだった
が、このレースは序盤にストップ車両
によるフルコースイエローが導入さ
れたのみ。燃費も厳しいレースであ
り、ジリジリとした戦いが続いていっ
た。ただそんななか福住は 43 周目
に #64 CIVIC TYPE-R GT をかわし
ひとつポジションアップ。さらに翌
周には #24 Z NISMO GT500 を抜
き 13 番手へ浮上する。８番手以降の

争いは比較的接近した戦いとなってお
り、ENEOS X PRIME GR Supra に
もチャンスがありそうだった。
　GT500 クラスでは、75 周を過ぎ
るころから多くのチームがピットに
向かい始める。ここでピット作業を
うまく決めれば、さらに差を詰める
ことが可能だ。TGR TEAM ENEOS 
ROOKIE も 78 周を終えピットイン
し、福住がステアリングを握ったまま
コースに復帰した。ここで #37 GR
Supra、#19 GR Supra の２台をか
わすことに成功し、福住は 11 番手に
つける。ポイント圏内は目前だ。
　95 周目、９番手につけていた #16 
CIVIC TYPE-R GT がトラブルによ

り ピ ッ ト イ ン。 こ れ で ENEOS X 
PRIME GR Supra は つ い に ポ イ ン
ト圏内に入ってきた。さらに 102 周
目、福住は #39 GR Supra をかわし
９番手へポジションを上げた。すると、
チェッカーまであとわずかの 110 周
目、今度は３番手を争っていた #8
CIVIC TYPE-R GT がトラブルでス
トップ。さらにひとつポジションを上
げることになった。
　追撃はそこまでで、福住がドライブ
した ENEOS X PRIME GR Supra は
８位でフィニッシュすることになっ
た。ピットスタートという苦しい状況
ながら、完璧なレースを展開し貴重な
３ポイントを得た。



ドライバー／監督コメント

公式練習の走り出しからフィーリングは悪くなかったものの、まわりのライバルたちが思った以
上に速かったですね。僕もそこそこ乗れていたので自信をもって予選に臨みましたが、少し気負
いすぎたのかスピンしてタイヤを壊してしまって。僕としても決勝はこれ以上ミスはできないと、
かなり気合を入れて臨んだレースでした。僕としてはコンマ１秒もロスしないように、ほぼ完璧
なレースができたと思いますし、トップともほぼ変わらないタイムで走る事ができたと思います。
開幕戦からミスが続いていたなかで、今日のレースについては完璧な仕事ができたのではないで
しょうか。これで少し気が楽になりましたし、クルマにスピードがあることは確認できたので、
次戦の鈴鹿では優勝が狙えると思っています。しっかりと準備していきたいですね。

公式練習から作っていきたいクルマの方向性は見えてきていて、公式予選では難しいクルマだっ
たとはいえ、ある程度高いパフォーマンスをみせることができたのではないかと思います。タイ
ヤのトラブルがあり、決勝はピットスタートとなってしまいましたが、セーフティカーを望んで
いたものの、みんなが良いレースをしてくれたおかげでセーフティカーは出ず、僕たちとしては
少し残念なところはありました。でも僕たちのペースはすごく良かったと思いますし、次戦に向
けて見えてきたところもあります。なんとかポイントを獲ることができましたし、まだサクセス
ウエイトも軽いですからね。僕は昨年まで在籍していたチームでこういうシーズンを過ごしてい
たので（苦笑）、どんどんチーム力を上げて、今後良いレースができるようにしたいと思います。

決勝レースではピットスタート、さらにタイヤ交換も必要な状況で、ラップダウンにもなりかね
ないところからスタートして、ふたりとも良いペースで走りきり８位まで追い上げることができ
ました。よくあの位置まで追い上げられることができましたよね（苦笑）。結果的にパフォーマン
スがあることは確認できたのではないかと思います。悔やまれるところはありますが、結果オー
ライではないでしょうか。できればセーフティカーが入ってくれれば良かったのですが、それが
なかったのは仕方ないです。ピットワークでもみんなが完璧な仕事をしてくれました。次回の鈴
鹿も優勝を目指していきたいですし、まずは完璧に公式予選をこなすところから始めないといけ
ないですね。

DRIVER 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DRIVER 福住 仁嶺　Nirei FUKUZUMI

DIRECTOR　高木 虎之介　Toranosuke TAKAGI



SUPER GT 第２戦 富士スピードウェイ　リザルト

５月３日　公式練習（GT500）

５月４日　決勝レース（GT500） 2024 AUTOBACS SUPER GT
ポイントランキング（GT500・トップ 10）

※サクセスウエイトについて

５月３日　公式予選（GT500）

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 17 Astemo CIVIC TYPE R­GT 塚越広大／太田格之進 BS 1ʼ27.126

2 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 1ʼ27.205

3 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R­GT ＃8 野尻智紀／松下信治 BS 1ʼ27.298

4 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 1ʼ27.345

5 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 1ʼ27.568

6 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1ʼ27.600

7 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1ʼ27.639

8 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R­GT ＃16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 1ʼ27.642

9 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 1ʼ27.823

10 37 Deloitte TOMʼS GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1ʼ27.920

11 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1ʼ27.987

12 36 au TOMʼS GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 1ʼ28.079

13 100 STANLEY CIVIC TYPE R­GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1ʼ28.202

14 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 1ʼ28.502

15 64 Modulo CIVIC TYPE R­GT 伊沢拓也／大草りき DL 1ʼ28.510

Pos. No. Car Driver Tire Time/Gap

1 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 3:01ʼ16.898

2 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 13.738

3 17 Astemo CIVIC TYPE R­GT 塚越広大／太田格之進 BS 36.354

4 36 au TOMʼS GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 38.002

5 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 41.637

6 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 48.364

7 100 STANLEY CIVIC TYPE R­GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 50.361

8 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 54.666

9 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1ʼ14.583

10 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1ʼ26.522

11 37 Deloitte TOMʼS GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1Lap

12 64 Modulo CIVIC TYPE R­GT 伊沢拓也／大草りき DL 1Lap

13 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 1Lap

14 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R­GT ＃8 野尻智紀／松下信治 BS 7Laps

15 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R­GT ＃16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 21Laps

Pos. No. Car Driver Tyre Total Time

1 17 Astemo CIVIC TYPE R­GT 塚越広大／太田格之進 BS 2ʼ53.931

2 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 2ʼ54.339

3 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 2ʼ54.359

4 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R­GT ＃8 野尻智紀／松下信治 BS 2ʼ54.398

5 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 2ʼ54.622

6 100 STANLEY CIVIC TYPE R­GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 2ʼ54.986

7 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 2ʼ55.112

8 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 2ʼ55.154

9 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 2ʼ55.174

10 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 2ʼ55.177

11 36 au TOMʼS GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 2ʼ55.311

12 37 Deloitte TOMʼS GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 2ʼ55.559

13 64 Modulo CIVIC TYPE R­GT 伊沢拓也／大草りき DL 2ʼ56.203

14 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R­GT ＃16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 2ʼ56.718

15 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 3ʼ10.628

Pos No Driver Total
サクセス
ウエイト

1 36 坪井翔／山下健太 31 62kg

2 3 高星明誠／三宅淳詞 27 54kg

3 23 千代勝正／ロニー・クインタレッリ 22 44kg

4 39 関口雄飛／中山雄一 19 38kg

5 100 山本尚貴／牧野任祐 16 32kg

6 17 塚越広大／太田格之進 14 28kg

7 38 石浦宏明／大湯都史樹 14 28kg

8 12 平峰一貴／ベルトラン・バゲット 5 10kg

9 37 笹原右京／ジュリアーノ・アレジ 4 8kg

10 8 野尻智紀／松下信治 3 6kg

11 14 大嶋和也／福住仁嶺 3 6kg

SUPER GT ではシリーズ創設当初から成績による性能引き下げのため、重りを積む独自のハンデシステムを使用しており、
2021 年からは『サクセスウエイト』という名称となっています。
2024 年の規則では、GT500 クラスでは第１戦から第６戦まで獲得ポイント×２kg を搭載しなければならず、参戦７戦
目は獲得ポイント×１kg、参戦８戦目は獲得ポイント×０kg となります。
GT500 クラスでは車体の特性上、重りの搭載は 50kg までで、以降はエンジンに噴射する燃料の流量を減らす＝燃料流
量リストリクターの数値を減らし、パワーを下げることが併用されます。GT500 クラスのサクセスウエイトの数値は下
記のとおりです。しばしばチームやドライバーは出力ダウンの段階によって「1 リスダウン」「2 リスダウン」といった業
界用語で表現します。

サクセスウエイト数値 0 〜 50kg 51 〜 67kg 68 〜 84kg 85 〜 100kg

車載ウエイト 0 〜 50kg 34 〜 50kg 34 〜 50kg 35 〜 50kg

燃料流量リストリクター 95.0kg/h 92.6kg/h 902kg/h 88.0kg/h



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています




